1939年全国皆スキー行進について -開催経緯と内容を中心に- by 新井 博
1. はじめに
1925 年に誕生したスキー界の統括組織である全
日本スキー連盟 (以下, スキー連盟) は, 1926 年
に国際スキー連盟 (FIS) に加盟すると, 世界のトッ
プグループへの仲間入りを目指して競技力の向上に
尽力するようになる. とりわけ 1932年以降, スキー
連盟はオリンピック大会での優勝計画を立て奮闘を




ピック委員会 (IOC) で決定し, 競技力を向上させ
る運動は年々過熱していく.
ところが, 1937 年 7 月に日本軍と中国軍との間
で盧溝橋事件が起きると, スポーツ界の様相は一転
する. 同年 11 月に政府の体育運動審議会からの要
請を受けて, スポーツ界は ｢銃後の備えとして国民
の体力養成と精神作興｣ を目標にして, 各スポーツ
組織が尽力を始める2). さらに, 1 年後日中戦争が
泥沼化すると, 政府はそれまで準備を進めてきたオ
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pose of this study is to clarify the process and content of the 1939 ski parade.
The results are as follows: The Japan Ski Association organized a ski parade nationwide on February 26, 1939,
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was Kirigamine Ski Area in Nagano, and the opening ceremony started at 10:00. The spirit was inspired by the
ceremony, and physical strength was developed at the ski parade after the closing ceremony.













る. 当日は, 全国で式典閉会後に, スキー行進が実
施されている.
現在までに, 小川勝次が 『日本スキー発達史』3)





















1937 年 7 月に盧溝橋事件が起きると, 翌年には
戦線が徐州, 武漢三鎮, 広東へと拡大し, 戦況は泥
沼化の様相を呈するようになった. さらに, 1938










1938 年 9 月 5 日に厚生省は ｢体力章｣ を制定す
ると, 1939 年 10 月 1 日から ｢体力章検定｣ を実施
し, 15 歳から 25 歳の男子に走・跳・投・運搬・懸
垂を課し, 初・中・上級を判定するようになった.
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方針を機関紙である 『スキー年鑑』 (年末刊行) を
通して, 約 70,000 人とも言われる会員に周知徹底
を図っている. 政府により国民精神運動が, ｢歩け・
泳げ｣ をモットーにして全国的に進められたが, 連





3.3 国民精神総動員 ｢歩け・泳げ｣ と ｢泳げ｣
3.3.1 国民精神総動員 ｢歩け・泳げ｣
1937 年日中戦争下, 同年 9 月第一次近衛内閣下
で厚生省の外郭団体として誕生した国民精神総動員
中央連盟注1)は, 銃後の体力育成と精神作興を目指
して, 厚生省が提唱した ｢歩け・泳げ｣ をモットー




日本水上競技連盟は, 政府の ｢泳げ｣ に呼応して
スポーツ競技団体に先駆けて, 1938 年 8 月 28 日ラ
ジオの全国中継による ｢第 1回国民皆泳全国学童水
泳大会｣ を開催している.




府県のプール, 河川, 海で開催したのである. 水連
は, 大会開催によって水泳報国をアピールしたので
ある10).








八, 尋常科男子・同女子 (名古屋), 高等科男子・
同女子 (甲子園プール或いは真田山小学校) で
500 メートル (10 人一組, 1 人 50m泳ぎ, 全国
一､ 府県一を選ぶ) (大阪の特定会場は, 真田山
小, 愛目小, 田辺小, 池田小, 茨木中, 富田林中,
住之江公園プール) 他, 講師ノ浜, 境大浜など 83




九, 閉会 (午前 11 時半)
上記の式における一, 開会から七, 有馬大将の訓
示の後で, 八, において 500 メートル (10 人一組,
1 人 50m 泳ぎ, 全国一､ 府県一を選ぶ) ことや
(大阪の特定会場, 他, 講師ノ浜, 境大浜など 83 の
海岸, 淀川, 神崎川の各河川で 25－50mのコース
を臨時に設置) など実泳をしていることが分かる.
3.3.3 都下での体育大行進 (歩け)
1938 年 11 月 3 日に, 大日本体育協会は明治節に
際して国民精神作興体育大会として体育大行進 (歩
け) を東京で実施している. 都下のスポーツ約 30
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生スキー選手を合わせて 100 余名が, 都下での体育
大行進に参加している.
3.3.4 スキー連盟は ｢滑れ｣ ！
1938 年 12 月, スキー連盟は独自に約 70,000 人
の会員に, 機関誌 『スキー年鑑』 (12 月刊行) を通
じて雪上で ｢滑れ｣ の運動を力説した. スキー連盟
は厚生省が掲げた ｢歩け・泳げ｣ に呼応して, 以下
のように冬季に雪上で元気よく滑り, 体力育成と精
神作興を強く呼びかけたのである.








スキー連盟は ｢滑れ｣ を力説した後, すぐに翌年
の 1939 年 2 月から実施する ｢国民皆スキーの日｣
の実施について, 具体的な計画を以下のように公表
していた.




















定していた. また, 準備物についても, 拡声器と国
旗掲揚柱の備付まで決めていたことが分かる.
3.5 ｢国民精神総動員全国皆スキー行進日要項｣
スキー連盟は前年 『スキー年鑑』 の 12 月刊行に
際して公表した ｢皆スキー日｣ から, ｢皆スキー行
進｣ に計画を変えて, 具体的な実施内容を記した
｢国民精神総動員全国皆スキー行進日要項｣13) (以下)
を作成した. 2 月 10 日以降 (以下, 各県新聞を参
照), 各県の 2月 14 日付の新聞でスキー行進の紹介

























天候, 地勢, 参加者ノ姓年齢, 技術ノ程度等其
他ノ条件ヲ十分考慮シテ適宜ニ之ヲ定ムモノト











































スキー連盟の 1938 年度予算には, 国民皆スキー
行進日の費用が盛り込まれておらず, 1938 年度の
段階では計画していなかった. しかし, 1939 年度
決算の ｢支出の部｣ には 256.90 円の ｢国民皆スキー
行進日費｣ が記され, 国民皆スキー行進日費として










握していたのである. そして, 1938 年 12 月末刊行
の 『スキー年鑑』 に, 翌 2月にスキー行進の実施を
予定している道府県のスキー連盟とそこでの開催地
を, 以下のように紹介していたのである15).
以下で, 表 1内の樺太, 青森, 秋田, 富山での様
子について紹介する. また, 実際は表 1に記されて
いないが, 北海道, 福井県, 岩手県のスキー連盟は,
1939 年 2 月 26 日にスキー行進を実施している (以
下, 3.3.2 で北海道, 3.3.5 で福井について紹介). 12








1939 年 2 月 11 日, 長野県スキー連盟は第 1 回ス
キー行進の中央会場に, 霧ヶ峰スキー場が選ばれた
知らせを行進本部委員会から受けると, 受諾したこ
とを県内の役員に電報で連絡している. また 2 月
17 日に同連盟は県内の学校や団体から代表を招い
て, 行進の開催について臨時会議を開き, 当日まで












当日の 26 日スキー行進は, 中央会場の霧ケ峰ス
キー場と全国の開催会場をラジオ放送で結び, ｢国
民精神総動員全国皆スキー行進日要項｣ の式次第に
従って実施されている. 午前 10 時から開会, 順に
国旗掲揚及君ヶ代斉唱, 宮城遙拝, 戦没将士ノ慰霊
並ニ皇軍将氏士ノ武運長久黙, 全日本スキー連盟






樺太スキー連盟には, 知取, 大泊, 泊居, 真岡の
各スキー倶楽部, また豊原, 大泊, 真岡の各中学校,
さらに豊原, 大泊, 真岡, 泊居の各高等女学校が加
盟し, 全国で 4 番目に多い 3200 名の会員を擁して
いた17).
樺太スキー連盟では, すでに前年から連盟に加盟
する豊原, 知取, 大泊, 泊居, 真岡, 本斗, 敷香,
落合の 8団体でスキー行進の実施を計画し, 年末に
は表 1のように機関誌で公表していた.
また, 開催当日 6 日前の 18 日に全島に向けて
『樺太日日新聞』 により, ｢老いも若きも動員皆スキー
行進日｣ の見出しで, 26 日長野県霧ケ峰スキー場
を中央会場にして, スキー行進が全国一斉に実施さ
れることが伝えられている18).
知取では, 2 月 26 日開催当日の予定が, 同新聞
に次のように紹介されている. 2 月 26 日知取町の
体育協会が中心となり, スキー行進を実施する. 午










上記 3.5 の実施要項 (｢・・・地方ノ実施計画ハ,
都道府県代表加盟団体｣) に従い, 樺太スキー連盟
(豊原) が中心になり実施されていたと考えられる
が, 連盟に加盟した組織のない本斗, 敷香, 落合の




樺 太 豊原, 落合, 知取, 敷香, 大泊, 泊居, 真
岡, 本斗
青森県 野辺地, 野内, 金木, 弘前, 青森, 碇ヶ關
宮城県 鳴子
秋田県 秋田, 小坂, 大館, 尾去澤, 高巣能代, 神
宮寺, 和田, 大曲, 角館, 後三年, 横手,
大森, 湯澤, 本荘, 矢島, 院内, 他中学校
富山県 上瀧公園, 宇奈月, 立野ヶ原, 高岡市







北海道スキー連盟には, 札幌, 小樽, 旭川, 函館,
名寄, 後志, 十勝, 上川, 宗谷, 野付牛, 根室, 全
空地, 天藍国, 三井砂川, 三菱大夕張, 三菱美唄の





北海道では, 最初のスキー行進の記事が 2 月 14










め, 11 時から式を開催し, 閉会後 11 時 30 分から
スキー行進を予定している. 市内から半ノ澤小学校




樽市役所が後援して, 10 時 50 分に学校・官庁・学







青森県スキー連盟には, 青森, 弘前, 大鰐, 野辺
地, 青森林友, 青森鉄道倶楽部, 五所川原体育協会,
金木町体育協会, 嘉瀬, 平賀, 津軽山形, 野内, 碇
ヶ關, 行岳の各スキー倶楽部, また弘前高等学校,
弘前中学校, 東奥義塾, 青森師範学校, 青森中学校,
青森商業学校, 野辺地中学校, 木造中学校, 五所川
原農学校, 柏木農学校, 青森市立中学校, 弘前商業
学校, 青森県女子師範学校, 青森高等学校, 五所川
原高等学校, 野辺地実家高等学校, 弘前和洋裁縫女
学校, 青森私立高等女学校, 堤橋高等女学校が加盟
し, 全国で 1 番多い 10,250 名の会員を擁する当時
最大級のスキー連盟であった24).
青森県では, 表 1のように既に前年の段階で青森,
弘前, 野辺地, 野内, 金木, 碇ヶ關の 6地域で行進
が予定されていた.
青森市では, 当日市内の中央会場である千刈小学
校に, 午前 7時半から約 800 名が集まり 8時から開
会式が挙行された. 青森県スキー連盟代表吉岡龍太
郎による開会の辞より始まり, 君ヶ代斉唱, 国旗掲
揚, 宮城遥拝, 皇軍将兵武運長久, 黙, 9 時に閉
会すると, 県下の 7会場で午前 9時に行軍の火ぶた




部隊の参加予定者は, 既に 2 月 25 日前日までの参
加申込者と当日参加の者併せて約 1,000 名を超えて
いた25).
スキー行進の参加者は 3班に分かれた. 1 班は,
耐久を目的としていた. 2 班は, 鶴が坂行きの長距








キー部が加盟し, 他に大舘, 角館, 鷹巣, 秋田, 矢
島, 大曲, 横手, 湯澤, 院内の各スキー倶楽部, さ
らに秋田工業学校, 鷹巣農林学校, 横手中学, 秋田
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県師範, 大舘中学, 秋田市商業, 秋田中学, 角館中
学, 本荘中学, 角館高等女学校, 横手高等女学校,
秋田高等女学校, 大舘高等女学校, 花輪高等女学校,
大曲高等女学校, 秋田市高等女学校, 他 9の小学校
が加盟していた. 全国で 2番目に多い 6,578 名の会
員を擁する大きなスキー連盟であった27).
秋田県では, 表 1のように既に前年の段階で秋田,
小坂, 大館, 尾去澤, 高巣能代, 神宮寺, 和田, 大
曲, 角館, 後三年, 横手, 大森, 湯澤, 本荘, 矢島,
院内, 其の他中学校でスキー行進を予定していた.
秋田市では, 当日秋田県スキー連盟が手形中学校

















会, 他に頭川, 宇奈月, 富山スキー楽部, 富山ア
マチュア, 富山県電, 牛獄, 八ヶ山, 立野ヶ原, 三
峰, 黒東, 山崎, 高岡の各スキー倶楽部が加盟し,
全国で 8番目に多い 1,600 名の会員を擁していた29).
富山県では, 図 1のように既に前年の段階で富山








キー団体, 学校, その他の団体など約 1,000 人が,
時々粉雪の舞う天候の中を行進している30).
4.3.6 福井県スキー連盟の場合
福井県スキー協会には大野, 阪谷, 富田, 勝山,
武生, 福井アマチュア, 敦賀, 敦鉄, 杉山, 服部,
前谷ヶ原, 大田原, 三十三間山, 妙薬の各スキー倶
楽部, 他福井高工と体育協会のスキー部が加盟し,
600 名の会員を擁していた31).
最初のスキー行進の記事は, 2 月 14 日付の福井
新聞に ｢全国皆スキー行進｣ の見出しで, 2 月 26
日に全国で一斉に実施されること, 福井県スキー連
盟の主催で 2 月 26 日 9 時からラジオによる中央会
場と結んだ開会式が行なわれることが紹介されてい
る32). 開会式については, 一, 開会 二, 国旗掲揚
君ヶ代斉唱 三, 宮城遥拝 四, 戦没招聘の慰霊
並びに皇軍将士の武運長久の黙 五, 全日本スキー
連盟会長の挨拶 六, 厚生大臣の挨拶 七, 愛国行
進曲を合唱 八, 万歳三唱で閉会となることを伝え
ている.
続く 2 月 22 日付の福井新聞で, 福井県並びに県







南部では, 開会式後 10 時に十条小学校 (現在,







東部では, 法恩寺山 (1357㍍) への登山. 勝山米
伊駅前に午前 8時に集合し, 木村, 伊藤両指導員を







(1) 開催の経緯は, 1938年当時の時局 (体力養成・
精神作興) に応え, ｢歩け・泳げ｣ に対して, 滑れ
をモットーに全国的なスキー行進を計画し, 1939
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